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【研 究の概要】

東京都 の西部 山間及び 島 しょ地域 の小 ・中学校 では,豊 かな 自然や密接な人間関係に

支 え られ,特 色 ある教育活 動を展開 している。

本研究 では,西 部 山間及 び島 しょ地域の児童 ・生徒 の特性 を肯定的 に捉え,人 とのか

かわ りや体験 的な活動 を意図的 ・計画的 に教科等 で取 り入れる とともに,地 域素材の活

用 を工夫する ことで,児 童 ・生徒が郷土 に愛着を もつよ うになる と考 えた。そのため,

「児童 ・生徒の意識 を大切に した学習の展開」「豊かな人間関係 を生か した指導の工夫」

「地域素材 を生か した指導の工夫」 を指導 の手だて とし,四 つの授業研究か ら仮説 を検

証 した。
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研 究 主 題

郷土に目を向け,体 験的な学習を通 して 「生きる力」をは ぐくむ指導 の工夫

i研 究 主 題 設 定 の 理 由

現在,学 校教育で はゆ とりの中で,自 ら学び 自 ら考える力など 「生きる力」の育成が求め ら

れている。特 に,小 ・中学校では,平 成14年 度の新教育課程全面実施 を目前 に,基 礎 ・基本の

確実 な定着 と児童 ・生徒の個性 を生かす教育 を充実 してい くことが重要である。 このような状

況の中,各 学校では,創 意工夫 を生か し特色ある教育 を推 進 して いくことが課題 となって いる。

東京都 の西部 山間及び島 しょ地域は,豊 かな自然 に恵まれ,地 域の密接な人間関係や伝統文

化の残 る地域である。本研究 は,西 部 山間及び島 しょの小 ・中学校が,地 域の豊か な特色 を生

か し,基 礎 ・基 本の確実な定着 と個性 を生かす教育 の充 実を目指 した研究である。 ここでは,

「地域 ・学校 の特性 」 「児童 ・生徒の実態 」 「へ き地教育研究の課題」か ら,研 究 主題設定の

理由につ いて述 べる。

1地 域 ・学校 の特性

西部 山間及び島 しょ地域で は,豊 かな 自然,密 接な人間関

係,伝 統文化 の継承な どが色濃 く残 り,地 域 の学校 に対す る

期待 も大 きい。 したがって,各 学校 は,学 習対象 として地域

素材や 人材 を生か した教育を進めてきている。

その反面,少 子 ・高齢化 に伴 う過疎化,テ レビやイ ンターネッ トな どの情報の氾濫 という

状況 も見 られる。西部山間及び島 しょ地域の特 色 とは何か改めて問い直 し,そ のよ さを生か

す教育を考えてい く必要がある。

2児 童 ・生徒 の実態

児童 ・生徒の実態は,西 部山間地域 と島 しょでは,地 域 によって違 いが見 られ る。 また,

学校 によって も実態が異なる。 ここでは西部山間及び島 しょ地域の児童 ・生徒の一般的な傾

向 として述べる こととする。

児童 ・生徒 の実態 と して まず挙げ られ るのが,「 率直,純 朴,温 和」な どである。今年度

の研究 員8名 の所属校 において も,同 様の傾向が見 られ る。 しがた って,自 分の課題や活動

が分かっている と,意 欲 的で真剣に取 り組む。また,少 人数の学校 ・学級である ことが多 い

ため,異 学年間の関係が密接 である。 この ことによ り,異 学年で取 り組む学校の活動や行事

な どで も,密 接な人間関係を生かす ことができる。

しか し,人 間関係の密接さは,少 人数のため固定的な人間関係 を生み出 し,学 習を進めて

いく上で,表 現 力や人 とのかかわ りが課題 との指摘 もある。 さらに,遊 び相手の減少やテ レ

ビゲーム等の遊びの変化によ り,児 童 ・生徒の 自然 に触れる機会や地域の ことを学ぶ機会が

減少 している。そ の結果,地 域の ことを知 らず に育ち,地 域への関心 や愛着が希 薄になって

いるのではないかという危惧が ある。そ こで,学 校では地 域のよさを一層 生かす とともに,

児童 ・生徒のよ さを生かす授 業展開を 工夫する必要が ある。
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3へ き地教育研 究の課題

平成12年 度教育研究員 「へき地教育」部会 では,学 校や地域の特性 を生かす指導の在 り方

を探 った。その際,残 された課題 と して次の2点 が挙げ られている。

① 自 ら課題 を見付 け,主 体的 に追求する力を高めるための実践 の継続的な積み重ね,

教材 開発,指 導法 の工夫

② 地域 の一員 としての意識や 自覚 を高める指導法の工夫

そこで,本 年度は郷土に目を向けた指導内容や指導方法の開発及びそのための指導の手だ

て を探 る ことが重要 と考 えた。

以上の実 態や課題 によ り,本 研 究では,児 童 ・生徒が社会の変化 に主体的 に対応 して生き

ていく力をは ぐくむため,地 域の特性 を生か しなが ら体験的な活動 を学習 の中に適切に取 り

入れ,密 接な人間関係を生か した指導の在 り方 について探 ることを研究のね らいとした。そ

のため,研 究主題 を 「郷土 に目を向 け,体 験的な学習を通 して 『生きる力』をは ぐくむ指導

の工夫」 とし,各 学校の実態を踏 まえた うえで,実 践を通 して仮 説を検証す る こととした。

ll研 究の内容 と方法

研究の方法 は,先 行研究 の分析や調査研究 によ り地域や児童 ・生徒の実態 を把握 し,目 指す

児童 ・生徒像 を描 くことか ら始めた。次 に,目 指す児童 ・生徒像 に迫るため研究仮 説を立て,

研究仮説 を具現化するため の指導の手だて について共通理解 を図 った。さ らに,指 導の手だて

の共通理解 のもと,各 教科等 での実践か ら手だての有効性 を探 り,仮 説を検証する こととした。

1目 指す児童 ・生徒像

目指す児童 ・生徒像は,研 究員8名 の所属校の実態調査を踏 まえ,児 童 ・生徒のよさ,地

域 の特性 を生かすため,次 のように設定 した。

【目指す 児童 ・生徒像】

① 意欲 的に学び,自 ら課題 に取 り組 もうとする。

② 自分の思いや考えを表現 し,互 いを認め合 い,共 に高め合お うとす る。

③ 郷土の 自然や文化 のよさを味わい,地 域を大切にする気持 ちをもっている。

2研 究の仮説

目指す児童 ・生徒像 に迫るため,本 研究で は次の研究仮説 を立て,研 究 を深める こととし

た。

【研究の仮説】

人 とのかかわ りや体験 的な活動を意図的 ・計画的 に取 り入れ,地 域素材を活用する こ

とによ り,郷 土 に目を向 け主体的に問題解決 して いく児童 ・生徒が育つ。

「人 とのかか わ り」 は,密 接な 人間関係 を生かす ことを意 図 して お り,「 体験的な活動」
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を取 り入れるに当たっては,学 習指導要領の内容 に基づき,意 図的 ・計画的 に行 うことが必

要であ る。また,西 部山間及び島 しょの地域素材の教材化や活用 によ り,郷 土への愛着をも

つようになる と考 えた。

3指 導の手だて

研究員の所 属校では,児 童 ・生徒 の実態及び地域 の特性 は異なる。また,教 科等 によって

も指導のね らいが異な る。 これ らを踏まえ,次 の指導 の手だてによ り,研 究仮説 に迫 ること

ができるもの と考 えた。

(1)児 童 ・生徒の意識を大切 に した学習の展開

各 教科等 の学習を展開す るに当た って最 も重要な ことは,教 師が学習のね らいを明確

にする ことである。学習のね らいに沿 って,西 部山間及び島 しょの児童 ・生徒の見方,

考え方,感 じ方のよ さを生かす指導 が必 要 とな る。そ のため には,教 師が児童 ・生徒の

活動の意味 を理解 し,児 童 ・生徒の意識を生か した学習過程を工夫 して い く。

(2)豊 かな人間関係を生か した指導の工夫

地域の密接な 人間関係 を生か した指導を工夫す る ことで,児 童 ・生徒 の学習対象へ立

ち向か う姿勢や表現 力が高 まると考え る。そのためには,児 童 ・生徒 同士 のかか わ り合

う場 を設定 した り,地 域 の文化,自 然関係の専門家 をゲス トティー チャー として招 いた

りして,人 とのかかわ りの場を意図的に設ける ことが必要である。

(3)地 域素材 を生か レた指導の工夫

それぞれ の地域素材が学習 の対象 と成 り得 るのか を検討 し,教 育 活動 のどの内容で,

どの場面で地域素 材を活用す るか を工夫す る ことが重要である。また,西 部 山間地域 と

島 しょ地域では地域素材 の特性 も違 うため,常 に地域素材 と学習 指導 要領の内容 との整

合 性 を図る必要があ る。地域素材が学習対象 として教材化 され ることで,地 域の 自然や

文化 を取 り入れた体験的な学習が可能 となる。

4各 検証事例の位置付 け

前述 した指導の手だては,す べての検証事例 で三っの手だての有効 性を明 らか にしよ うと

す るものではな い。検 証事例 ごとに三っ のうちのいくつかに重点が置かれ ている。ただ し,

「地域素材を生か した指導 の工夫」につ いては,す べての検 証事例で取 り上げるようにした。

各検証事例の意図 をキー ワー ドで示 したのが次の表 である。

検 証 事 例(実 践順) キ ー ワー ド

1 「自然の恵み を生か した体験的な活動」

(小学校第3学 年 総合的な学習の時間)

中学 年の総合 的な学習 の時 間,

梅干 し作 りと児童の課題

2 「家庭や地域の食材を生 か した調理 の指導」

(中学校第2学 年 技術 ・家庭)

地域 の食材 の扱 い,問 題 解決的

な学習

3 「虫や虫博士 との かかわ りを通 して,地 域 の 自然 に

目を向ける指導 」(小 学校第2学 年 生活)

地域 の 自然,専 門家 のゲス トテ

ィーチ ャー

4 「教 科 との関連 を図 り,地 域 の海水を用 いた活動」

(小学校 第5学 年 総合的な学習の時間)

総合 的な学習 の時間 と教科 との

関連,塩 作 りと児童の課題
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lll研 究 構 想

次の研究構想図は,前 述 の 「研究主題設定 の理 由」及び 「研究 の内容 と方法」 について構造

化 した もの で あ る。

【課題と実態】

【教育課程の基準の改善の基本方針】
・豊かな人間性や社会性 ,国 際社会 に生きる日本人としての自覚の育成
・自ら学び,自 ら考える力の育成
・基礎 ・基本の確実な定着 と個性を生かす教育の充実

・創意工夫を生か した特色ある教育の推進

【地域 ・学校の実態】
・豊かな自然環境

・地域の密接な人間関係

・伝統文化の保存

・過疎化 ,少 子 ・高齢化,都 市

化による地域の変容
・交通の便

・地域 と学校 の結び付 きの強 さ

・豊富な地域素材や人材

【児童 ・生徒の実態】
・率直 ,純 朴,温 和
・人間関係が密接

・異学年間の密接な関係

・課 題 に対 して真面 目に取 り

組む態度
・自然や地域 とのかか わ りの

希薄化

【へき地教育研究の課題】

(平成12年 度研究員 「へき地

教育」部会の課題から)
・自 ら課題 を見付け ,主 体的

に追求す る力 を高めるため

の継続的な積み重ね,教 材

開発,指 導法の工夫
・地域の一員 としての意識や

自覚を高める指導法の工夫

【研究主題】

郷土 に 目を向け,体 験的な学習を通 して 「生きる力」 をは ぐくむ指導 の工夫

①
②

③

自ら課題に取 り組もうとする。

自分の思 いや考えを表現 し,互 いを認め合い,共 に高め合う。

郷土の自然や文化のよさを味わい,地 域を大切にする気持ちをもつ。

【目指す児童 ・生徒像】

意欲的に学び,

【研究の仮説】

人とのかかわりや体験的な活動を意図的 ・計画的に取 り入れ,地 域素材を活用する

ことにより,郷 土に目を向け主体的に問題解決 していく児童 ・生徒が育つ。

【指導の手だて】

(1)児 童 ・生徒の意識を大切 に

した学習の展開

〔ポイン ト〕
・学習のね らいの明確化

・児童 ・生徒の課題意識 の把握

・課題意識を生か した学習過程

(2)豊 かな人間関係 を生 か し

指導の工夫

〔ポイン ト〕
・人との意図的なかかわ り

・意図的な教師の言葉かけ

・学習形態の工夫

(3》 地域葉材を生か した指導

の工夫

〔ポイント〕
・地域素材の把握

・学習内容 と地域素材の関連

・体験的な学習

【研究方法】

【基礎研究】
・研 究員報告書やへ き地教 育

研究などの先行研究の分析
・地域 の特性 の洗 い出 し ・考

察

【授業研究】
・各検証事例 にお ける指導

の手だての工夫
・活動後 の児童 ・生徒の変

容 ・分析 ・考察

【調査研究】

児童 ・生徒 の地域教材へ

の意 識,生 活様式 の変化,

学 習への意識な どにつ いて

の実態調査 ・分析
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lV調 査研究

1調 査 目的

西部山間及び島 しょ地域の児童 ・生徒の 「地域素材への意識」 「生活様 式の変化 」 「学

習への意識」 につ いて調査 を実施す ることで,研 究の方向性 を明確に し,授 業研究での

指導 に生かす。

2調 査対象

【小学校】西部山間地域の小学校3校,島 しょ2校,1～6年 生,計466名

【中学校】西部山間地域の中学校3校,1～3年 生,計431名一
4調 査結果 と考察(※ 印は,複 数回答可)

(1)地 域素材へ の意識

【考察】

r 「扁 講
●「自然」40～50%

●「地域の行事の紹介」約1596
1
鵬

/一
蝋

察】

域 に 目をむ ける質 問では,児 童 ・生徒の

鑑
1農

懇
_;畿

㍉

が 自然や 伝統的 な行事,お 年寄 りな どに 一　

向 く。 また,祖 父母 との同居の割合が都心 に

比べ る と比較 的高 い。 これ らの ことか ら,自

然 を中心 とした地域 素材 やお年寄 りな どの地

域 の人材 を生か した活動の可能性が十分 にあ

る。そのため には,自 然 を中心 と した地域素

材 が どのよ うな学習活 動で有効で あるか十分

検討する必要が ある。

【※住んで いる地域 の紹介 】
「扁 斎 るとしたら.どんな事を紹芥し討 か

匿調1

、唐、駆 ㍉ぞ
一_」

【※大切 に しておきた いこと】

腕隔
悔

%
悔

㌔隔
秘%

一

【祖父母との同居】

● 「自然 」40～50%

● 「地 域 の 行 事 の 紹 介 」約1596

● 「お年 寄 り」約1596

固

「祖父母との同居」20～30%

㎝

胱

㎝

㎝

㎝

㎝

眺

㎝

7

6

5

4

…

2

1

はい し腿 一一
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(2)生 活様 式の変化

遊び場所は、「自分の家」「友だち

の家」合わせて半数以上

【考察】

児童 ・生徒の遊び場所 として最 も多いのが

屋 内であ り,自 然 とのかかわ りが希薄 になっ

てきて いる。 また,都 市型の便利な生活を望

む傾向が見 られ る。

これ らの ことか ら,自 然な どの地域素材を

生か した学習 とともに,表 現の場を意 図的 に

設定 した り,パ ソコンな どを使 って積極的 に

情報発信 した りして,身 に付 けている表現力

【※遊び場所】

可
匝中1E1tL.)

【※町や村が発展 して ほ しい こと】

「町や村で剣艮してほしいことは何ですか 岡

㌧

」

(3)学 習へ の意識

好きな勉強の方法では、「実際にやっ

てみる」が30～40%

【考察】

好 きな 勉強 の仕方 と して 「実 際 にや って み

る。」が多 い。体験 的に学び たい とい う気持 ち

があ り,特 に中学生に この傾向が強 い。 また,

「学校の学習 を生かすか」という質問では,「 は

い」が少ない。 したがって,体 験的な活動 を工

夫 し,児 童 ・生徒の学習へ の意識 を生か した授

業展開 を考 えて いく必要がある。

【※好 きな勉強の仕方】

塵

＼々 、
嘱

【学校の学習を生かす】

榊 一 てみ鵬 寓hか

学 校 での 学 習 を自 分で もしてみ ようとす るの

は 、小 学 校 約3596、 中 学 校 約2096
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V検 証事例

検証事例 「自然 の 恵み を生 か した体 験的 な活 動」7月 ～9月 実施

小学校第3学 年 総合的な学習の時間

1単 元名

うめぼしのひみつ

2単 元の 目標

(1)地 域の豊かな 自然の恵みである梅の実 に目を向け,自 分で追求可能な課題 をつ く り,見

通 しをもって活動する。

(2)身 近な食材に 目を向 け,自 然 か らの恵みに関心をもって活動す る。

(3)先 人の知恵を学び,日 本の伝統 的な保存食で ある梅干 しを作る活動 を通 して,郷 土 に愛

着 をもつ。

3本 実践の意図

本校の校地 には,様 々な植 物が植 え られている。その中で も,梅 の木は約8本 あ り,毎 年,

数百個の梅 の実 を収穫す る ことができる。そ こで,こ の豊かな自然の恵みを生か した総合的

な学習の時 間を展開す る ことで,児 童が郷土への愛着 をもつようになる と考え,以 下 の三点

を意図 して実践 を行 った。

① 地域素材の扱 いと活動への意欲や見通 しをもつよ うにする指導

身近にある食材 である梅の実 を学習対象 とし,梅 干 し作 りの方法 を 「梅干 し作 り名

人」か ら習 うことで,活 動への意欲や見通 しをもつよ うにす る。

② 児童同士がかかわ り合 う活動の工夫

グルー プによる活動 を多 く取 り入れ,児 童の課題追求の効 果 を上げる とともに,互

いのよさを認め合 うよ うにす る。

③ 郷土への関心 と愛着をもつ指導

地域の食材 を扱った体験的活動 を工夫す ることで,郷 土 に親 しみや関心 をもつよ う

にす る。

4児 童の実態 と地域の様子

(1)児 童の実態

全学年単学級 で全校児童138人 の

小規模校である。児童は素直で伸 び

伸び と生活 し,男 女間わず仲良 く遊

んで いる。

地域での生活 を見 ると,学 区域が

　
人

5

0

5

0

5

0

5

0

遊び場所 「
年

年

年

学

学

学

低

中

高

團

■

口

榊 や凝 摩 鞭
ー

■
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広 いため,下 校後 の児童同士 の交流

は少ない。そ のため,校 庭で遊ぶ児1

童 も比較的多 いが,家 の 中で遊ぶ児

童が最 も多 い。 したが って,豊 かな

自然体 験 や地 域 の人 々 との交 流 な

ど,地 域のよさ,郷 土のよさを学ぶi

機会 も少な くな ってきて いる。

50

40

30

人
20

10

0

地域で自慢できること 「

}年

年

年

瞬
朧

L」 些 一旦 食べ物 行事 建物 その他_一 、

(2)地 域の様子

本町 は,東 京都の最西端 に位置 し,広 大な面積を有

して いるが,94パ ーセ ン トは山地である。最盛期には,

山林経営や木材 業に加え,ダ ム工事の関係もあって,

約15,000人 の人々が生活を営 んで いたが,現 在では経

済 の停滞 と人 口の流 出な どによ り,約8,000人 に減少

し,過 疎化減少は今なお進行 して いる。町の主産業は

観光であるが,町 内就業者の数は少な い。かつて は,

町内就業者がほ とん どで あ り,林 業 を中心 として いた

が,保 護者 の3分 の2は 町外 に就業 して いる。

校舎2階 から見た地域

、嘉鋪議舞 礁欝・
噂,ボド"懸

郎 澆 、

欄 駄

地域 には獅子舞,お 嘱子,神 楽な どの芸能が多 く残 されてお り,毎 年夏 には各地区 によ

り祭礼が行われ,文 化的 にも豊かな地域で あるが,伝 統文化 の継承者が育ちに くい現状で

ある。

季節 になれ ば山菜やキ ノコ,木 の実,わ さびな ど,こ の地域な らではの食材を 目にす る

ことができ,川 魚 も豊富 で釣 り人な どの来町 も多い。また,豊 かな 自然 を求め,ハ イキ ン

グや登 山,キ ャンプに訪れるなど観光客 が多 く,車 の往来が激 しくなるときもある。

5指 導の実際(12時 間扱い)

○学校 の周囲の植物 を観察 しなが ら,集 めた

梅 の実で どんな ことができるか話 し合 う。

・「梅干 し,梅 ジュース,梅 酒」

梅干 しを作 って食べ よう。

○梅干 しの作 り方 を 「梅干 し作 り名 人」か ら

聞 く。

・「梅干 し作 りには
,シ ソの葉 と塩 がた く

さんいるんだね。」

・「塩 の量が難 しそうだ。」

★ 「植物の実 を探そ う」 をテーマに,子 ど

もの意識 を梅 の実 に向けるよ うにす る。

◇話 し合 いによって,集 めた梅 の実 を使 っ

た活動 を考 える ことができたか。

★ 「梅干 し作 り名人」の話を板書 し,梅 干

し作 りの手順 を押 さえる。

★塩 やシソの葉の量,焼 酎へ の浸 し具合 で,

自分たちの グルー プの味 になる ことを意

識 し,課 題 を練 り上げるよ うにす る。

一9一



2

自分たちで考 えた味の梅干 しを作 ろう。

「甘い梅干しを作りたい。」

r食べやすい梅干しを作る。」

「健康によい梅干しにする。」

○梅干 し作 りをする。

・グルー プで分担 して
,梅 を洗 った りシソ

の葉 を洗ってた りして いる。

・洗 った シソの葉 の水切 りがで きていな い

児童 に,グ ルー プの児童が水 を切るよう

教えている。

・焼酎 に軽 く浸 した梅 に塩 をまぶ して
,シ

ソの葉 とともに樽 に入れて いる。

○梅干 し作 りの活動 を振 り返 り,活 動 の様子

をデ ィジタル画像や簡単な文章でまとめ

る。

・い くつか の画像の説明 を分担 して書いて

いる。

★グルー プごとに塩 とシソの葉の量などを

確認 し,特 徴ある梅干 しがで きるように

す る。

◇ グループの希望を生か した味の梅干 し作

りを,友 だち と協力 しなが ら行って いる

か。

★ディジタル画像 は児童が扱いやす いよ う

に処理 してお く。

◇ これ までの活動 を振 り返 り,梅 干 し作 り

の手順 のまとめや感想 を書 くことができ

たか。

【放課後,夏 季休業 中】

○梅干 しの天 日干 しを交代 して行 う。(計3回)

2

2

梅干 しの味の秘密 は何だ ろう。

○できあが った梅干 しを食べる会 を開 く。

・「私た ちの班 の梅干 しは
,す っぱす ぎな

くて ちょうどいいね。」

・「ち ょっ と塩辛かったな
。」

○ 自分 の梅干 しと他の グルー プの梅干 しの味

の違 いについて,互 い に感想 を話 し合 う。

・「Aグ ルー プのは,甘 い感 じがす る。」

・「塩のほか に何 を入れたのかな。」

○学年のホーム ペー ジに,梅 干 し作 りの活動

の様子や感想 を書 き込 む。

★他の グループの梅干 しも食べ比べ,味 の

違 いを楽 しむ ようにす る。

◇互いの梅干 しの味を比べ,意 見交換をす

ることができたか。

★前回ま とめた ものに加え,味 についての

感想 を分担 して書 くよ うにす る。

.10.



・「塩 の具合で,ず いぶん味が違 います。」

・「簡 単 に作れ ると思 ってい ま したが ,思

ったよ り時間がかか りま した。」

・「自分が食べ物 を作れ るなんて
,と て も

うれ しい ことです 。また作 りた いです 。」

・「梅干 しは嫌 いだか ら食べて いな いけれ

ど,み んなが 『おい しい』 といっている

顔 を見ているだけで うれ しいです。そ の

梅干 も,み んなが作 って きた と思 うとす

ごいな一 と思 います 。」

◇梅干 し作 りの活動を通 して,地 域へ の愛

着を感 じているか。

ホームペー ジか らの情報発信
歴顎.。留 懸 囎 甥 一耀 獺

。証 認 憾墨 鹸 輪 。盤 、議 甥 卿 驚

鐡 朔 お

鑑 」
難

」

"

撰隠r翔鷹㌫讐
・ 脅一 望軸穐 一

翻
へ 一 一 へ}階

潮 毅鍛 繍 渓、撒 廃職 轍

掴 撫欝
園 灘 研,

即襯_讐

越
鑑

こド鱒 旦才

6考 察

本実 践で は,「 地域素材 の扱い と活動 への意欲や見 通 しをもつ よ うにす る指導」 「児童同

士が かかわ り合 う活 動の工夫」 「郷土へ の関心 と愛 着をもつ指導 」を意 図 した。そ こで,こ

の三点か ら課題 と成果 について述べ る。

(1)地 域素材の扱い と活動への意欲や見通 しをもつよ うにする指導

児童 に とって,学 校 に植 えてある梅の実を使 っての学習は,店 で売 られ,普 段何気な く

食べ ている梅干 しと,校 庭 で何気な く見ていた梅の実 とを照 らし合わせて,新 鮮な驚 きと

して捉 え られた。 自分たちで も,食 べ られる物ができるのだろ うか,と 不安 を抱 きなが ら

の活 動ではあったが,「 梅干 し作 り名 人」 によ る活動に対す る細 かな支援 によ り活動への

見通 しを もつ ことがで きた。 また,梅 干 し作 りの作業につ いて,そ の方法 を板書等で示 し

てお くことで,児 童 は梅干 し作 りの手順 について理解 を深める ことができた。

課題 としては,梅 干 し作 りを導入 とした後,児 童の課題づ く りへの支援 の在 り方 である。

3年 生の児童の課題 をどの程度広 げるか を考 えてお く必要があ る。

(2)児 童同士がかかわ り合 う活動の工夫

梅干 し作 りをするに当た り,グ ルー プごとの味 を考 えるようにした ことで,ど のような

梅干 しを作 るか話 し合 う姿が見 られた。また,グ ループで作業 を分担す るようにしたため,

梅干 し作 りの活動では,シ ソの葉を洗 う,樽 に漬 けるなどの分担 を工夫 して いた。特 に互

いの グル ープの梅干 しを試食 した際,「 おい しいと言 って くれ て うれ しい。」 という感想

が多 かった ことか らも,か かわ り合 う活動 を工夫する ことが大切である。

さ らに,ま とめる段階では,デ ィジタル画像 を見なが ら,メ モ をす る児童やホームペー

ジに梅干 し作 りの手順 を書き込む児童な ど,協 力する姿が見 られた。

(3)郷 土への関心 と愛着 をもつ指導

梅 の実 という地域素材 は,3年 生の児童に とって,実 を取る,梅 干 しを作るなどの楽 し

い活動 となった。 自然観察や ものづ く りの活動が,西 部 山間地域 における総合的な学習の

時間の活動 として効果的であ る。

梅 干 しを作 る家庭が少な くなっている現状が あ り,地 域や家庭 での体験 をどのように生

か して いくかが課題である。 また,学 校か ら地域へのはた らきかけ も重要 となる。
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検証事例

2

「家庭 や地域 の食 材 を生 か した調 理の指 導」9月 ～10月 実施

中学校第2学 年 技術 ・家庭

1題 材名

我が家の自慢料理

2題 材の 目標

(1)食 事 を社会 的な面か ら捉 え,各 家庭 の自慢料理 を家族 に聞 くことで家庭の味を再確認 し,

地域の味 を知 り,よ り充実 した食 生活 にっいて考えをまとめ,実 行 して いくことができる。

(2)主 な食材の調理 上の性質 を理解 し,作 り方 を知って実習を行 い,調 理の技術 を身 に付け

る。

(3)計 画か ら反省 にいた る調理実習 の一般的な手順 と調理内容を理解 し,基 本的な調理用具

の使 い方,手 入れお よび収納の方法な どにつ いて知 り,安 全で衛生的 に実習す ることがで

きる。

(4)自 分の食生活 に関心を もち,日 常食や地域の食材 を生か した調理の工夫ができる。

3本 実践の意図

本実践では,郷 土に 目を向 ける家庭分野の授業の在 り方 を工夫す るため,我 が家の 自慢料

理を もとに,季 節の食材で,地 域で とれ るものを使 った料理 を生徒 自身が工夫 して献立 を考

えるよ うにす る。そ こで,次 の指導の手だてを意識 して実践に取 り組んだ。

① 家庭分野 における問題解決的な学習活動の工夫

本題材の前に 「日常 食」の題材を実施 し,調 理 の基礎 が学習に生きるようにする。

また,生 徒 自身が献立 を作 り,調 理 の計画を立てて調理できるよ うにす る。

② 季節感の ある地域の食材を使った献立の工夫

各家庭 の自慢料理について話 し合 う中か ら,地 域の食材 を意識す るようにする。

4生 徒の実態 と地域の様子

(1>生 徒の実態

男子14名,女 子12名,計25名 の少人数の学級である。男女 とも活発 で,授 業で も発言が

多 く元気である。性格 も素直で男女間の仲が良 く,行 事等で も積極的に取 り組み,全 体的

に前向 きである。

1学 期の授業 では,栄 養素の働 きを学び,食 品群別摂取量 のめやす の表 を使い,栄 養的

にバ ランスの とれた1日 分の献立 を作成 した。その献立 を使 い,夏 休み の課題 として実際

に1日 の間,家 庭で食事づ くりを体験 している。
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(2)地 域 の様子

本町 は,東 京都の西部 に位置 し,人 口約16,000人,自 然環境に大変恵 まれた地域 である。

森林に囲まれ,地 場産業 として地元 の木材で作った卒塔婆の生産が全国的に も有名で ある。

学区は,山 間部か ら開発地域 までと広 く,自 転車通学の生徒が約半数を占めて いる。そ

の中で も特 に遠 い生徒は,7㎞ 先の山間部か ら毎 日自転車で山道 を通学 している。生徒 は,

同一小学校 か ら入学 し,素 直で純粋 な気持ち をもち,落 ち着いて学校生活を送 って いる。

5指 導の実際(6時 間扱い)

時数

2

○主な学習活動

○各 自の 自慢料 理 の栄 養的な特

徴 が理解 でき るよ うに,食 品

を6つ の食品群 に分 ける。

○家 の人 か ら取材 した 自慢料理

の レポー トを,班 の 中で各 自

が発表す る。

・新鮮 な卵で作 っ たスコ ッチ

エ ッグ

・五 目まぜ ご飯

○ 栄養 のバ ラ ンスや,地 域の食

材な ど,条 件 にあった ものを,

各 自の自慢料理の中か ら1品,

班で話 し合 って選ぶ。

★指導の手だて ◇評価

★各 自が,自 分 の献立中の食品 を6つ の食品群 に

分ける ことによ り栄養の特徴 について知 る。

★各 自の献 立で,材 料や作 り方,栄 養の特徴 など

につ いて,聞 き手 を意識 して発表するよ うにす

る。

◇班 員が理解できるように各 自の 自慢料理 を発表

す ることができたか。

◇各 自の献立 を食品群別 に分 けることがで きた

か。

★献 立の条件 について知 らせる。

① 家庭の味 ・身近 にある食材

② 栄養のバ ランスが よい

③ 時間,費 用,道 具 ・な ど

Aさ ん の 五 目まぜ ご飯 は、栄

養 の バランスがよさそう。

○選 んだ料 理の食材 で,足 りな

い栄養 素 を補 うため に1食 分

の献立を考 える。

【例】五 目まぜ ご飯

みそ汁

★栄養の面か らに1食 分の献立 としてバ ランスが

よいか,食 品群 ごとに分 けた表 に記入 して確認

で きるよ うにす る。

★献立 に地域の食材が含 まれていることを意識で

きるようにする。

◇栄養,地 域の食材な どの条件に合 った献立を工

夫 して作成する ことができたか。

○ 材料 の分量 を確 認 し,持 ち寄 ★材料 の分担は,班 員全員で相談 して決めるよう

る分担 を決める。 にす る。
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2

2

○調理 の実習計画を作成する。

① 食材 を洗 う。

② 食材 を切る。

③ 調理す る。

④ 片付 けをする。

○ 各班で 決め た献立 の調理実 習

を行 う。

・計画 に従 い,分 担 した作業

を始めて いる。

Bさんは、ニンジンとゴボ

ウを切ってください。

○試食 をしな が ら,味 や 自慢料

理 の特徴 な どにつ いて話 し合
影

う 。

★時間内に実習が終わる計画,作 業分担の偏 りな

どに注意 して計画を立てるようにす る。

◇時間内 に実習 の終わる計画を作 る ことがで きた

か。

新鮮な卵と家でとれた野

莱です。

★実習計画表に従 って調理 を進め るようにす る。

★安全に気を付 けて,協 力して能率よ く作業 を進

めるようにする。

包丁で切るとき、

左手の形に気を

付けて。

◇衛生的 に実習を行 うために,身 じた くや手洗 い

がで きて いるか。

◇計画 どお りに実習 を進めて いるか。

★洗 剤の使 い方,ゴ ミの処理が適 切にでき るよ う

にする。

★班 ごとに調理 の計画,実 施 について,地 域の食

材 を意識 して振 り返 るように働 きかける。

顧
騨懲

この班の地域の食材

は何ですか。

○活動を振 り返 り,日 常食 に生

かす工夫 につ いて話 し合 う。

◇地域の食材 を使 った料理 を意識 し、 日常食 に取

り入れようとする意識がみ られ るか。

6考 察

本実 践にお いて は,我 が家 の自慢料理を家族 に聞 くことか ら始 ま り,自 慢料理 を通 して,

地域の食材や我 が家 の味な どを意識できるよ うに考 えた。次項 の表は,身 近 な地域の食材で

家庭の味,栄 養 のバ ランスな どを各班で工夫 した献立 の一覧である。

本実践では 「家庭分野 における問題解決 的な学習活動の工夫」及 び 「季節感 のある地域の

食材 を使 った献立の工夫」 を指導の手だて として意図 して いる。そ こで,生 徒 の工夫 した献

立や活動の様子 を通 し,指 導の手だてか ら成果 と課題 につ いて述べ る。
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(☆印は地域の食材 を使 った料理)

班

1班

2班

3班

4班

5班

実習の献立

☆コロッケ

海草サ ラダ

☆ハ ンバー グ

野菜サラダ

☆スコッチエッグ

みそ汁

野菜サ ラダ

☆五目まぜご飯

みそ汁

☆ギ ョウザ

ポテ トサ ラダ

献立の地域性

・自宅で栽培 しているジャガイモ を

使っている。

・ハ ンバーグソースを大根お ろしとシメジ

の和風 ソースにしている。シメジを使 っ

た ことで,季 節感や地域 の食材 を生かす

工夫を した。

・タ マ ネ ギ は ,自 宅 で 作 られ た もの を使 って い る。

・卵 は ,近 所 で ニ ワ トリを飼 っ て い る家 か ら買 っ た もの を

使 って い る。

・五 目まぜ ご飯 の具 を身近な材料

で作 って いる。 コンニ ャクや味

噌 につ いては,以 前か らこの地

域でも家庭で作 られて いた。

・ギ ョウザ の材料 と して ,自 宅 の畑 のニ ラ を使 って い る 。

(1)家 庭分野にお ける問題解決的な学習活動の工夫

事前 に日常食 の調理や食品につ いて学んで いた こと,家 で夏季休業 中に食事 を作 ること

に挑戦 していた ことか ら,本 題材 を通 して献立を作る,調 理の計画を立て る,調 理す ると

いった基本的な ことが更に身に付 いてきて いる。

課題 として,材 料 の量 につ いて生徒 は見通 しをもつ ことがで きず,各 班 とも量の多か っ

た ことが挙 げられる。各班の材料 の量 について も教師が事前 に把握 し,適 切 に助言 して い

くことが重要である。

(2)季 節感 のある地域の食材 を使 った献立の工夫

生徒の作 った献立を見 ると,郷 土料理 というよ りは家庭 の 日常食であ り,郷 土を意識 し

た教師の意 図的な働きかけが課題である。 しか し,家 庭の味,身 近な地域の食材,栄 養 の

バ ランスな どを各班で工夫 していた。特 に,五 目まぜ ご飯 の食材であるコンニャクは,「昔,

自分 の家で作 って いた。」 とい う生徒 の声 も聞かれ,郷 土の食材 を意識する ことにつなが

った。 また,近 所の農家の卵や 自分の畑 で収穫 した野菜な ども,生 徒の地域 に対する関心

を高 めることにつながった。
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検証事例 「虫や虫博士 とのか かわ りを通 して,地 域 の 自然 に 目を向 ける指 導」

310月 実施 小学校第2学 年 生活

1単 元名

六道山の虫たち と遊 ぼう

2単 元の 目標

(1)身 近 な虫 に興味 を もち,自 然 に親 しむ ことがで きる。

(2)友 だ ち と一緒 に探 して きた 虫 の世 話 を した り,虫 と遊ん だ りす る ことで,虫 には生

命 が ある こ とや その成 長 に気付 き,虫 を大切 にす る ことがで き る。

(3)観 察 を通 して知 った ことや 分か った ことな どを,自 分 らしい表 現で友 だ ちや下級 生

に伝 える ことがで きる。

3本 実践の意図

実 態調査か ら,本 校 の児童 は外で遊ぶ こと,特 に,地 域の 自然の中で遊ぶ ことが少ない傾

向 にある。 しか し,学 校で は生活科の時間や休み時間な どに様 々な生き物 に興 味 ・関心 をも

ち,目 を輝かせて いる児童 の姿 も見 ることがで きる。虫についての知識 を交換 した り,共 同

で飼育 に取 り組んでみた り,体 験 の共有を積極的 に楽 しんで いる。きっか けさえあれ ば,児

童 にとって,自 然 はまだ まだ魅力的な もの になるはずである。そ こで,本 実践では児童 の自

然へ の積極的なかかわ りを意図 し,以 下の三点の手だて について検証 した。

① 児童の虫への意識を大切 にした学習展開の工夫

虫か ご作 り,虫 と り,虫 の世話 という活動の流れ を,児 童の意識か ら組み立て る こ

とで,主 体的な学習が展 開で きるよ うにす る。

② 児童 同士のかかわ りの工夫

観察 を通 して知 った ことや分 かった ことを,児 童同士で話 し合 った り,発 表 した り

する ことで,見 方や考 え方 を広 げるよ うにす る。

③ 自然やr虫 博士」 とのかかわ りの工夫

地域の 自然 を習対象 と し,自 然や 「虫博士 」 とのかかわ りを通 した活動 によ り,地

域 のよさを実感 し,動 植物 を大切に しようとす る心が育つようにす る。

4児 童の実態 と地域 の様子

(1)児 童の実態

児童数34名 の単学級 である。協調性 に乏 しい面 もあるが,感 受性豊かで素直な面 を多 く

もっている児童たちである。学習面 ・生活 面において リー ダー シップをとっているのは男

子が多 く,女 子はやや遠慮 気味な ところがある。

1学 期は学級でオ タマジ ャクシやザ リガニ を飼 っていたが,世 話 をするのはほとんど男
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子であった。女子は興味は あって も,自 分か ら進んで触 った り世話 をした りする姿はほ と

んど見 られなかった。 しか し,生 活科 の観察な どでは,熱 心 に生物 とかかわ って いる姿 も

見 られた。

帰宅後の児童 は,家 の 中や児童館で遊ぶ こ

とが多 く,外 ではほとん ど遊んでいない。児

童館 には,女 子が友だ ちを誘 い合って行 って

い る。家に帰 ってか らの遊 びは,ゲ ーム機が

多 い。ゲーム ソフ トを数 多 く持 っていて,友

だ ちと交代 しなが ら遊 んでいる。 自分たちが

住 んで いる地域 に自然が多 いということは分

かっているが,実 際 に自然の野山で遊 んでは

いない。

虫 につ いて は 約半数 の児童が 「好き」 と

答 えているが,「 嫌 い」な児 童 も5名 ほどい

る。 この5名 は,い ずれ も女子 である。 自然

環境豊かな地域で育っていて も,普 段の生活

でほとんど虫 とかかわ ることがな く,虫 に興

味 を抱かな い児童 もい る。 「虫博士 」か らア

ドバイスを受けた り,虫 が好 きな友だちと一

緒 に虫探 しをした りす る ことで,虫 に興味 を

もち,自 然 に親 しむ ことを願 っている。

(2)地 域の様子

家 に帰ってから、どこで遊ぶことが多いですか。

5

0

5

0

5

02211人

を驚

蹴
罫}

憾
ρ

=

ε憲

捗 、

燭/
低轟券

家の中 山 川 公園、広場 児童館

2

2

1

1

家に帰ってから.どんな遊びをすることが多いですか。
人

臣1、n,幽 、 門 、,1

濯 ガ 評鵜摩
ぜ

本町 には小学校が5校 あるが,そ の中で一番 小規模な学校 であ り,全 校 児童 は230名 ほ

どで ある。旧街道か ら北へ900メ ー トル,都 の百景に選 ばれた六道山の裾 に位置 し,自 然

環境 には大変恵 まれて いる。校舎裏手 にある池では毎年蛍 を観賞する ことができ,PTA

主催で 「蛍祭 り」 を行 っている。池 のわきを通 り,山 道 を10分 ほ ど歩 くと,六 道 山の展望

台 に達 し,狭 山丘陵や富士山,新 宿副都心の高層 ビルな ど四季折 々の風景 を楽 しむ ことも

できる。

学区は,町 の東側 にあ り隣の市 に接 して南北に細長い。街道沿 いは,新 しい店が建 ち並

び賑やかだが,他 は細 い道が入 り組んで いて交通量 も少ない。 また,昔 か らこの地域 に住

んで いる人 も多い。心 身障害者福祉セ ンター と高齢者のデイケアセ ンターが学校 に隣接 し

て いる。

5指 導の実際(8時 間扱 い)

時間 ○主な学習活動 ★教師のかかわ り ◇評価

1 〇 六道 山にどんな虫が いるか予想 し,虫

とりの計画を立て,虫 か ごを作 る。

〔 パ ・タや ・オ ・ギ が いる・〕,

★ 自然豊か で 身近 な六道山 に出かける と

い うことで,興 味 ・関心 を高めるよ う

にする。
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2

3

早く虫をと

りたい。

㌻

★ペ ッ トボ トル を使 って 手作 りの虫 か ご

を作 る ことで,虫 の苦 手な児童 も虫を

捕 まえ る意欲 を もっ ようにす る。

ペットボトルで作った虫かご

○班のめ あて をつ くる。

○虫の どんな ところ をよ く見た いか,ど

んな ことを知 りた いか を考 え,発 表す

る。

○グループを担 当す る 「虫博士」を知 り,

自己紹介を した り,話 を聞いた りする。

★虫 とりの 目的意識 をもつよ うにす る。

◇誓瓢 農
_竃

い ことな どにつ 蹴 灘 鷲
蒙 輔 瀦

いて 自分 の意 見

を発 表 して い たか 。' ,礪
て触

.

虫 を と りに い こう。

〇 六道山に行 き,「 虫博士」

グルー プで虫をさがす。

鮮 レ艦塚 、
・ゾ 》

吟 椰㎏

と と もに,

ゆ
ギ

墾
ぞ
ナ

も

チ

ー

贈

瀞

★ 「虫博 士」 と一緒 に活 動す ることで,

虫のお もしろさや不 思議 さを感 じ取る

よ うにす る。

◇友だ ちや 「虫博 士」 と楽 しく虫 を とる

ことができたか。

4

5

ρ0

7

8

○世話の仕方を調べた り,話 し合 った り

し,虫 のすみか作 りをす る。 噸

教室で飼おう。

○虫 を観察 して疑問に思った ことを図書

で調べ,ワ ー クシー トにまとめる。

虫クイズをつくったらどうかな。

★グルー プ ごとに飼 育 し,虫 を大切 に し

よ うという意識を もつよ うにす る。

◇ 世話 をす るため に工夫 した り,大 切に

扱 うことがで きたか。

★ 自分が 見たか った ところや知 りたか っ

た こ とが何 であ ったか思 い出 し,ワ ー

クシー トにまとめてい くようにす る。

虫 クイズをつ くろう。

○前時 に調べた ことを基 に,虫 クイズを

つ くる。

○ クイズ形式で,1年 生 に虫の秘密 を教

灘鍮 黍

★ グルー プご とにクイ ズづ くりをする こ

とで,協 力 し合 うようにす る。

◇虫 の特 徴 を捉 えて,ク イズ をつ くる こ

とができたか。

★ クイ ズの出 し方な ど分か りやす く伝 え

る工夫ができるようにする。
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◇他 のグルー プのクイズ を知 ることで,

虫に関す る新 たな発見 を見 いだす こと

がで きたか。

◇1年 生 に分か るよ うに,虫 につ いて説

明 しているか。

6考 察

(1)児 童の虫への意識 を大切に した学習展 開の工夫

児童 はペ ッ トボ トルの虫か ごを作った 日か ら,早 く虫を捕 まえたい という気持 ちが強 く

なった。 また,虫 を捕 まえた次の 日か らは,虫 眼鏡 を使って虫 を観察 した り,飼 育 の仕方

を本で調べた りす るな どの姿が多 く見 られ た。 また,「 もっと虫 を捕 まえた い。」 と放課

後,近 くの野原で虫 を捕 まえる児童 もいた。 これ らの ことか ら,「 虫か ごを作 ったので早

く虫 をと りた い。」 「虫 を とったので,教 室で飼 お う。」 「虫の ことが分か って きた ので,

クイズをつ くった らどうかな。」な ど,児 童の意識 か ら,学 習 の流れ を組み立てるよ うに

した ことが,児 童 の意欲的な活動 を連続 させた と考 える。

さ らに,「 この虫 は私 が とって きた の。」 とうれ し

そ うに話す児童が多 く,え さを与えた り,虫 か ごをき

れいにす るな ど,グ ルー プで とてもよく世話 をしてい

た。カマキ リは特 に人気があ り,休 み時間にな ると,

か ごか ら出し,手 に乗せた り,肩 に乗せた りして遊 ぶ

児童の姿が見 られ た。

(2)児 童 同士のかかわ りの工夫

グル ープでの協 力や友だち とのかかわ り合いを重視 したか ったが,虫 を捕まえる場面で

は,あ ま り見 られなか った。 これは,個 々がその課題に夢 中にな っていたか らで ある。 し

か し,1年 生 とのクイズの場面では,こ れ までの経験を生か した クイズ を楽 しそ うに出す

姿が見 られた。 これ らの ことか ら,児 童が 自分 の活動 に集 中す る場面では,人 とのかかわ

りよ りも自分の活 動を大切 にし,ま とめや発表な どの場面で は人 とのかかわ りの場 を意図

的 に設けると効果的であると考える。

(3)自 然や 「虫博士」 とのかかわ りの工夫

本単元では,「 緑地 公園事務所」 及び 「ふ るさと財団」の方 に地域活用 のための ア ドバ

イス をいただ き,授 業でも 「虫博士」 として ご協力いただいた。第3時 の 「虫をと りに行

こう」では,6名 の 「虫博士」が児童 と一緒 に行動する ことで大きな成果 を得た。例えば,

虫の苦手な児童は,虫 の とり方 を教えて もらい,近 くで見て いて くれるとい う安心感 もあ

って,徐 々に虫 に対す る恐怖感が薄れて いった。 また,虫 の好きな児童は,虫 をとっては

「虫博士」に見せ,誉 めて も らうことに喜びを感 じていた。

授業後の感想は,「 楽 しかった。」 「もっ と虫 をと りたい。」 「虫博士 にもっ と話 を聞きた

い。」 という意 見が多 かった。身近 な地域 を取 り上 げた ことによ り,地 域 の方 との連携 を

図ることがで き,学 習活動への関心 ・意欲が高まった もの と考え る。

一19一



検証事例

4

「教科 との 関連 を図 り,地 域 の海水 を用 いた活動 」10月 ～11月 実施

小学校第5学 年 総合的な学習の時間

1単 元名

塩 水探検 隊

2単 元の 目標

(1)地 域の海水を用 いることか ら,物 が水に溶けて いる ことに関心を もち,溶 けている物 と

水 との関係な どにつ いて意欲 的に追求 し,地 域への愛着をもつ。

(2)海 水か ら塩 を取 り出す活動か ら塩 についての課題 をつ くり,塩 を使った料理や保存食 な

どにつ いて まとめる。

(3)自 分 が調べた ことを友だちの発表 と比較す ることで,水 の温度や量 と,物 の溶 け方の違

いな どを関係付 け,自 分 と友だち との違 いや友だちのよさを認識す る。

3本 実践 の意 図

本町は,海 とのつなが りが強 い地域であ り,身 近な学習材 として海水が ある。海水か ら塩

を取 り出す ことがで きれば,理 科 の実験や調 理実習等に使用す ることもで きる。児童は海水

の存在はあ ま りにも身近であ りす ぎ,感 覚的に海水 に塩 が含 まれている と思 って いて も,ど

うや って取 り出すか,ど の くらい塩が溶 けているかな どについて考え ることが少な い。そ こ

で,島 の特性 を生か し,児 童の学習意欲 を喚起 しつつ塩 を用いた活動計画 を立て た。塩 作 り

の体験 的な活動か ら,理 科 の 「物 の溶 け方」 と,総 合的な学習の時間 の 「塩 水探検隊」の学

習 を関連付 けて実施 し,そ れぞれ の学習で学んだ ことが,総 合的に働 くようになる と考えた。

【本実践 における指導の手だて】

① 教科 との関連を図 った学習過程の工夫

学習への意欲 を高め,児 童が見通 しをもって学習活動を展 開で きるよ うにす るため,

塩が溶 けて いる海水か ら塩 を取 り出す体験 的な活動を導入 として取 り入れ,理 科 「物

の溶 け方」の学習 と関連付けた学習の流れを工夫する。

② 人 とかかわる活動の工夫

導入で の塩作 り,理 科で の学習問題 の設定,総 合的な学習 の時間における課題づ く

り、追求 とまとめ,発 表な ど,様 々な場面で人 とかかわ る活動 を工夫する。

③ 海水 とい う地域素材 の活用

地域 に対 する理解 を深 め,島 のもっ環境 のよさに気付 くよ うにす るため,身 近な素

材である海水を用 いる。

4地 域の様子 と児童の実態

(1)地 域 の様子

本校 は,伊 豆諸島南部 に位置す る気候温暖な島の中心部にある。島の気候の特 色は,黒
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潮 の影響を強 く受 け,厳 しい暑さや寒 さが無 く温和で,風 は寒候期 を中心に強 い 日が多い。

少 し足 を運べば,豊 かな学習材 に恵まれ,地 域の人の協 力も得 られ る。本校の児童数 は,

271名 で,規 模 は都心部 の小学校 と変わ らな いが,島 の児童は,学 校や地域 の行事 で海 を

利用す る ことが多い。本校の児童たち も,春 の遠足では早 くか ら海で泳 ぎ,夏 休 みには浜

遊び,9月 には遠泳 をし,海 は身近な存在 となっている。海 を学習の場 として取 り入れ る

活動か ら,児 童 たちの意識 の中にも,島 の環境 を大切にしよ うという意 識が育ち,総 合的

な学習の時間を中心 に,環 境保全 に向けた取 り組み を行 って いる。また,地 域 の産業では,

水産業が全国的に も有名である。農業では園芸農業が盛 んで,フ リー ジア,ス トレチ ア,

フェニ ックス ・ロベ レニーな ど,全 国で も有数 の生産地である。

(2)児 童の実態

児童は,家 に帰 るとテ レビゲームで遊ぶな ど,屋 内での遊びが最 も多 い。 しか し,島 は

自然が豊かな ところと意識 して いる。なぜな ら,有 名な産業は,そ の 自然 を生か した観光

を中心 としたサー ビス業 と第 一次産業で ある。また,児 童の紹介 したい ことが 「町の 自然」

とい うことか ら,郷 土 の自然を誇 りに思 っていることが分か る。地域の素材を利用する こ

とは,郷 土 を理解 するために有効な手だて と考 える。

(グ ラフの単位 は%)

5指 導の実際(総 合的な 学習の時間=14時 間,理 科:6時 間)

1水 と海水 の違 いは何か予想 しよ う。

1水 と海水を醗 させてみよ う・
・「海 水 を蒸 発 させ る と ,白 い物 が 残 る 。」

・「海水 か ら塩 が 取れ た 。」

塩をたくさん

取りたい。

★真水 と海 水を使 う ことで,学 習 対象への

興味 ・関心 を高めるよ うにす る。

★真 水 と海水 を沸騰 させ,蒸 発 の様子 の違

いを比較で きるよ うにす る。

◇ 海水か ら塩 を作 ろ うとす る意 欲 をもって

いるか。
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2 1.5リ ッ トル の 海 水 か ら,塩 は何 グ ラ ム

取 れ る だ ろ う。

・「前 の 時 間1リ ッ トル か ら3グ ラム ぐ

らい取 れ た の で,今 日は5グ ラム ぐ ら

い取 れ そ う。」

1塩づ くりの名人 に話 を聞 こう.
・塩 を取 り出す手順や

塩 についての話を興

味深 く聞いて いる。

1・5リ ッ トルの海水か ら塩 を取 り出そ う]

★10リ ッ トル を1。5リ ッ トル に濃縮 してお

いた海 水 を用意 してお き,煮 詰 めた とき

予 想よ り塩 の量が多 くなる ことで,児 童

の思考 にゆさぶ りをか けるよ うにす る。

海水 を

める。

匪 は水にどれぐらい溶けるだろう・

★地域の人か ら塩作 りの話 を聞き,塩 をた

くさん とりたい とい う気持 ちを もつ よう

にす る。

★1.5リ ッ トルの海水の入 ったペ ッ トボ ト

ルを用意 し,実 験 しやすいようにす る。

最初に取れるのは、にがりです。

★塩が取れる前 ににが り

が取れる ことをゲス ト

テ ィーチ ャーか ら伝 え,

塩 をテーマ にした課題

につな げるよ うにする。

◇塩 は水 にた くさん溶ける ことを捉え るこ

とができたか。

理科r物 の とけ方」(6時 間)

○主な学習活動

○海水には塩が溶 けている ことか ら,物 の溶 け

方につ いての自分の学習問題をつくる。

○学習計画 を立てる。

○ 自分の学習問題 を調べた り,実 験 した りす る。

○実験の結果 を発表す る。

○ 自分 と友だちの実験結果 を比べ,再 度,自 分

の学習問題 として実験す る。

★指導 の手だて

★塩 づ く りの経験 を生か して,自 分 の学習

問題 をつ くるようにす る。

★ 見通 しを もって学習計画 を立て るよ うに

す る。

★溶かす物 の種類 や量,水 の温度 な どを工

夫できるよ うにしてお く。

★友だちの実験結果 と比べるようにす る。

総合的な学習の時間(第2次,10時 間)

★指導の手だて ◇評価

「塩づ くり1やr物 の とけ方」で学んだ ことか ら,自 分の課題をつ くろう。

・「くさやに塩 を使 ってい る。」 ★ 「塩 づ くり」や 「物 の とけ方」の経験 を

・「にが りが出たので,豆 腐 を作 りたい。」 生か して課題 をつ くるようにす る。

◇ 自分 の課題 を練 り上げることができたか。
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6

2

1塩作 りの歴史1く さやと塩

[豆腐作 り]〔 児童の瀬 〕 溶ける物比べ

塩と料理 塩 と砂糖

1自分の課題 を調べてみ よう・

1調べた ことを発表 しよ う・

★児童の様 々な課題 に対応 できるよ う,似

た課題 の児童同士 を同 じグル ープ にして

追求で きるよ うにす る。

◇調査や実験,調 理な どの活動を通 して,

自分の課題 をまとめる ことができたか。

★発表 の方法 につ いて,グ ルー プ ごとに助

言す る。

◇ま とめ た ことを友だ ちに伝 える ことがで

きたか。

6考 察

本実践で は,「 教科 との関連 を図った学習過程」 「人 とかかわ る活動の工夫」 「海水 とい う

地域素材の活用」の有効性 につ いて検 証 した。その結果 を以下 に述べる。

(1)教 科 との関連 を図 った学習過程の工夫

始 めに塩作 りの体験 をした ことで,理 科 「物 の溶 け方」では水 に塩が溶 けて いる ことを

体験的 に捉 えた うえで,実 験 に取 り組 むことができた。児童 は,「 水 と海水 とでは,水 よ

りもお湯 の方がた くさん塩が溶けそ うだ。」な どの予想 を立て ることができた。

課題 と して は,「 塩作 り」 の総合的な学習 の時間 をす べて終 えてか ら,「 物 の溶 け方 」

の学習展 開を工夫す る方法 も残されて いる ことが挙 げ られ る。「物 の溶 け方」の学習では,

塩 に関連 した総合的な学習 の時間を続 けているとい う児童 の意識がみ られたか らで ある。

(2)人 とかかわる活動の工夫

発表の場があるとい うことを児童 に意識するようにした ことで,疑 問や気付きをワーク

シー トにメモ し,発 表 につなげることができた。児童は,調 査や実験な どの記録をて いね

いにメモ していた。 また,塩 作 りをしている人をゲス トテ ィーチ ャー として招 くことで,

塩 の作 り方や塩作 りの歴史だけでな く,人 と塩 のかかわ りや 人 としての生き方 を学ぶ こと

ができた。 これ らの手だてか ら,児 童は 自分の表現力 を生か して人 とかかわ った ことによ

り,自 信 をもって発表 して いた。

課題 としては,児 童 に発表する必要感をもつよ うにす ることが挙 げ られる。

(3)海 水 という地域素材 の活用

海水か ら塩 を取 り出す活動か ら始 まった学習は,理 科 の学習を経 て,島 と海 を意識 し,

地域 で塩 を使 った産業 に関心 をもつよ うにな ってきた。児童 には,「 くさや にもた くさん

塩 を使 って いる。昔は島 の塩 を使 っていた らしい。」な ど,活 動 が発展的 にな って いく姿

が見 られるよ うになった。

課題 としては,教 材 としての海水の準備をどのよ うにす るか とい うことが挙 げ られる。

塩作 りは大量の海水を必要 とす る。事前 に児童自身が使 う海水 を用意 してお くことで,地

域素材 に対する意識 を更 に高める必要 もある。
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Vl研 究の成果と今後の課題

これか らの西部 山間及び島 しょ地域では,各 学校が高速 のイ ンターネ ッ トと接続 し,情 報の

発信,収 集が双方 向にな り,リ アル タイムで通信できるようにな ると予想 され る。 また,児 童

・生徒 の表現力や 人間関係 について も
,自 分の考 えや感 じ方 を素直 に伸 び伸 びと表そ うとす る

意欲や態度 を見ることができる。

本研究では,こ のような環境 の進展や児童 ・生徒の意欲的な態度 を肯定的 に捉え,指 導 に生

かす在 り方 を目指 してきた。そのため,児 童 ・生徒及び地域の実態 について調査や協議 を踏 ま

え,各 教科等での実践 を通 じて検証 を行 ってきた。その結果,西 部山間及び 島しょ地域 の児童

・生徒 には豊かな 自然 を基盤 に した学習活動の可能性や
,少 人数 という特性 を生か した豊かな

表現 力育成の可能性が ある ことが 分かった。 また,「 地域素材 を生か した指導の工夫」 につ い

ては,各 実践で意 図的 に取 り上げて きた。 ここでは,指 導 の手だて を通 して成果 と課題 を述べ

る。

(1)児 童 ・生徒の意識 を大切 に した学習の展開

西部 山間及び島 しょ地域 の児童 ・生徒の見方,考 え方,感 じ方のよさを生かす ことが最

も必要である。例えば,児 童 ・生徒及び地域 のよさを捉え,見 方,考 え方,感 じ方 を踏ま

えた学習展開を工夫す る ことで,意 欲 的に学習活動が連続す る姿が見 られた。

課題 としては,教 科等 の指導 内容 と児童 ・生徒の思 いや願い との兼ね合 いをどのように

指導に生か ししてい くか ということが挙 げ られる。

(2)豊 かな人間関係を生か した指導の工夫

教師 と児童 ・生徒,児 童 ・生徒 同士のかかわ り,地 域の方 とのかかわ りを工夫 した活動

は,児 童 ・生徒の心 を揺 さぶ る学習活動 とな り得る。例 えば,「 家庭や地域の素材 を生か

した調理 の指導」では,1時 間の間,自 分の 目的意識 をもって野菜サ ラダの千切 りを刻ん

だ生徒の姿が見 られた。 これは,生 徒のよさを生かす ための教師や 生徒同士の働 きか けに

よ ところが大き い。 また,「 虫や虫博士 とのかかわ りを通 して,地 域の 自然 に目を向 ける

指導」では,ゲ ス トテ ィーチャー としての 「虫博士」のかかわ りが児童の活動を広 げ,対

象への意欲的な働きかけが見 られた。

課題 としては,教 師がす べての活動で児童 ・生徒に対 して人 とのかかわ りを求 めようと

して いる ことで ある。児 童 ・生徒が 自分の活動 に夢中にな ることを教師が認める ことも重

要である。

(3)地 域繍 塗 生かした指導の工夫

西部山開及び島しょ地域では,地 域素秘が豊かである。各教科等の指導に当たっては,

地域素材塗奮 かした単元 ・題材を工夫することが重要である。例えば,「 梅干 しづ くり」

や 「塩づくり」の総合的な学習の時聞では,梅 や海水が地域に十分ある索材であり,身 近

な素材を懲識した指導の工夫により,児 童 ・生徒は地域への認識を新たにし,愛 着を深め

るきっかけ となった。

課題 としては,地 域 素籾 をどのよ うに扱 うか について,様 々な教科等 で洗 い出す必要が

ある。
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